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一
般
会
計
予
算
は
、
収
入

で
地
方
交
付
税
の
増
、
支
出

で
は
、
今
年
度
で
閉
校
す
る

仁
木
商
や
閉
校
し
た
大
江
小

の
利
活
用
方
法
を
検
討
す
る

委
員
会
に
か
か
る
経
費
、
災

害
時
要
援
護
者
の
調
査
等
を

す
る
地
域
支
え
合
い
体
制
づ

平成23年
第３回定例会

　第３回定例会は、９月21日から22日の２日間の会期で開催し、会期を１日残し、第３回定例会は、９月21日から22日の２日間の会期で開催し、会期を１日残し、

21日に閉会しました。21日に閉会しました。

　町からは、健全化判断比率の報告、平成22年度決算認定、平成23年度補正予算、　町からは、健全化判断比率の報告、平成22年度決算認定、平成23年度補正予算、

人事案件が上程され、決算認定を除くすべての議案を可決しました。（決算認定は人事案件が上程され、決算認定を除くすべての議案を可決しました。（決算認定は

特別委員会を設置し付託）特別委員会を設置し付託）

　また、議会提出議案として、人事案件、意見書を提出し、すべて可決しました。　また、議会提出議案として、人事案件、意見書を提出し、すべて可決しました。

　一般質問では、２名の議員が女性特有のがん検診対策、公契約条例の制定や防災　一般質問では、２名の議員が女性特有のがん検診対策、公契約条例の制定や防災

対策について、考えを問い質しました。対策について、考えを問い質しました。

平成23年度会計平成23年度会計　　補正の結果補正の結果

補正額 予算総額

仁
木
商

仁
木
商  

閉
校
後
の
活
用
方
法

閉
校
後
の
活
用
方
法

????
質
疑
あ
れ
こ
れ

質
疑
あ
れ
こ
れ
!!!!

  

上
村  　

公
有
財
産
利
活
用

計
画
検
討
委
員
会
の
構
成
メ

ン
バ
ー
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

  

総
務
課
長  　

学
識
経
験
者

や
関
係
団
体
の
代
表
者
、
公

募
に
よ
る
者
、
そ
の
他
町
長

が
必
要
と
認
め
る
者
と
し
、

総
体
で
10
人
以
内
と
考
え
て

い
る
。

委
員
会
を
設
置
し
検
討
へ

委
員
会
を
設
置
し
検
討
へ

  

上
村  　

公
募
に
よ
る
委
員

が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
、
と

て
も
良
い
。

　

何
人
程
度
、
公
募
す
る
考

え
な
の
か
。

  

総
務
課
長  　

２
名
程
度
を

考
え
て
い
る
。

・一般会計（５回目の補正）

8503万5000円 増 34億5127万円

・国民健康保険事業特別会計（３回目の補正）

増減なし 2億180万9000円

災
害
時
要
援
護
者
を

訪
問
調
査

補

正

予

算

補

正

予

算

く
り
事
業
の
実
施
、
基
金
の

積
み
立
て
な
ど
に
よ
る
増
額

補
正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
保
特
別
会
計
予

算
は
、
後
志
広
域
連
合
負
担

金
の
過
年
度
精
算
を
予
備
費

か
ら
財
源
充
当
す
る
補
正
が

提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。
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◆
農
業
委
員

　

辞
任
に
伴
う
議
会
推
薦
の

農
業
委
員
に
、
大
野
議
員
を

推
薦
し
ま
し
た
。

町 

長 

の 

行 

政 

報 
告

●
大
雨
災
害
対
策

　

９
月
２
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
は
、
６
日
ま
で
に
２
５
０
㎜
を
超
え
、
床
下
浸
水
、
農
地

冠
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
た
め
、
建
設
協
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
河
川
の
土
の
う
積

み
や
河
床
掘
り
下
げ
等
の
対
策
を
行
っ
た
。

●
閉
校
後
の
利
活
用

　

北
海
道
教
育
庁
か
ら
閉
校
後
の
仁
木
商
に
つ
い
て
、
無
償
譲
渡
の
打
診
が
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
、
更
に
は
、
専
門
業
者
や
有
識
者

　

22
年
度
決
算
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
は
、
す
べ
て

基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
の
資
金
不
足
比
率
は

黒
字
の
た
め
算
定
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率

今
年
も
○

を
交
え
た
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
３
月
に
閉
校
し

た
大
江
小
の
利
活
用
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

●
泊
原
子
力
発
電
所

　

関
係
町
村
の
不
安
解
消
や
今
後
の
安
全
対
策
を
北

海
道
と
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
北
海
道

と
し
て
の
考
え
方
を
受
け
て
、
後
志
町
村
会
及
び
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

◆
教
育
委
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委

員
に
、
髙
木
さ
ん
を
再
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

大お
お  

野の  

雅ま
さ  

義よ
し  

議
員　

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

辞
任
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
に
、
加
藤
さ
ん
を

推
薦
す
る
こ
と
に
「
適
任
で

あ
る
」
と
答
申
し
ま
し
た
。

加藤美佐子さんを

人権擁護委員候補者

教育委員に髙木さん、農業委員に大野議員

特
別
委
員
会
に
付
託

閉
会
中
に
審
査

　

平
成
22
年
度
の
決
算
認
定

は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し

審
査
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

◆
各
会
計
決
算
特
別
委
員
会

◆実質公債費比率（早期健全化基準 25.0）

◆将来負担比率（早期健全化基準 350.0）

◆実質公債費比率
　借入金の返済額及びこれに準ずる額の大きさを指標

化し、資金繰りの危険度を示すもの

◆将来負担比率
　一般会計の借入金や将来支払っていく可能性がある

負担等、現時点での残高の程度を指標化し、将来財政

を圧迫する可能性が高いかどうかを示すもの

???? 用語解説用語解説 !!!!

◆実質赤字比率（早期健全化基準 15.0）

◆連結実質赤字比率（早期健全化基準 20.0）

19年度 20年度 21年度 22年度

－ － － －

◆実質赤字比率
　一般会計の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻

化を示すもの

◆連結赤字比率
　一般会計と特別会計を合算し、赤字の程度を指標化

し、財政運営の深刻化を示すもの

※本町は黒字なので算定されない。

委
員
長

副
委
員
長

林 　

 

正 

一

嶋 

田 　

 

茂

報

告

報

告

決

算

認

定

決

算

認

定

人

事

人

事

19年度 20年度 21年度 22年度

－ － － －

19年度 20年度 21年度 22年度

１９．１ １９．５ １８．３ １７．２

19年度 20年度 21年度 22年度

１６１．１ １５３．８ ９９．２ ６４．０

※本町は黒字なので算定されない。

適任適任 と答申

髙  

木   
  

一  

さ
ん　

（ 

西 

町 

）

加か 

藤と
う 

美み

さ

こ
佐
子  

さ
ん　

（ 

大 

江 

）

た
か

り
ょ
う
い
ち

ぎ
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一般質問一般質問

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
いい

◆
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

施
策
の
積
極
的
な
展
開
に
関

す
る
意
見
書

提
出
議
員　

横
関　

一
雄

賛
成
議
員　

住
吉　

英
子

意

見

書

意

見

書

◆
北
海
道
地
域
防
災
計
画

（
原
子
力
防
災
編
）
の
早
期

見
直
し
と
北
海
道
電
力
泊
発

電
所
の
段
階
的
運
転
停
止
・

計
画
的
廃
炉
・
第
３
号
機
プ

ル
サ
ー
マ
ル
発
電
計
画
の
撤

回
を
求
め
る
意
見
書

提
出
議
員　

大
野　

雅
義

賛
成
議
員　

上
村
智
恵
子

　

東
日
本
大
震
災
の
速
や
か

な
復
興
に
向
け
、
被
災
し
た

森
林
・
木
材
加
工
施
設
等
の

早
期
復
旧
に
加
え
、
復
興
木

材
の
供
給
に
向
け
た
被
災
地

　

地
域
防
災
計
画
（
原
子
力

防
災
編
）
を
早
期
に
見
直
し

ま
た
、
泊
発
電
所
10
㎞
圏
内

の
４
町
村
だ
け
で
な
く
、
後

志
全
市
町
村
を
計
画
に
盛
り

込
む
こ
と
や
泊
発
電
所
の
第

１
・
２
号
機
の
再
稼
働
は
慎

重
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

３
号
機
を
含
む
す
べ
て
の
原

子
炉
の
将
来
的
廃
炉
に
向
け

た
段
階
的
運
転
停
止
を
国
や

道
に
脱
原
発
社
会
の
実
現
を
要
望

道
に
脱
原
発
社
会
の
実
現
を
要
望

北
海
道
電
力
に
要
請
す
る
こ

と
な
ど
を
要
望
す
る
も
の
で

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
、
北
海
道
に

提
出
し
ま
し
た
。

域
及
び
全
国
に
お
け
る
森
林

・
林
業
再
生
の
加
速
化
や
森

林
整
備
推
進
等
の
た
め
の
安

定
的
な
財
源
措
置
の
確
保
に

よ
る
森
林
経
営
対
策
を
推
進

す
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
、
関
係
機
関

に
提
出
し
ま
し
た
。
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10月から個別受診を開始する町長

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

住 

吉 

議 

員

住 吉  英 子　議員

町
長

子
宮
頸
が
ん
、
乳

が
ん
は
、
ウ
イ
ル

ス
感
染
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
が

関
係
し
て
い
る
た
め
、
他
の

が
ん
と
違
い
、
30
〜
40
代
の

若
い
世
代
に
多
い
が
ん
で
あ

り
、
年
間
１
万
人
以
上
の
女

性
が
こ
の
２
つ
の
が
ん
で
命

を
落
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
発
行
し
て
い
る
が
、
こ

の
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
し
た
検

診
の
受
診
率
及
び
ク
ー
ポ
ン

利
用
以
外
の
検
診
受
診
率
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

ク
ー
ポ
ン
を
利
用

し
た
検
診
の
受
診

率
及
び
ク
ー
ポ
ン
利
用
以
外

の
検
診
受
診
率
は
、
表
※
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
女
性

特
有
の
が
ん
検
診
の
み
な
ら

ず
、
す
べ
て
の
が
ん
検
診
の

受
診
促
進
を
図
り
、
健
康
増

進
に
努
め
て
い
く
。

クーポン利用のがん検診って…

住
吉

①
目
標
受
診
率
は

設
定
し
て
い
る
の

か
。

②
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
で
、

未
受
診
者
の
理
由
の
把
握
は

し
て
い
る
の
か
。

③
本
町
の
受
診
率
は
、
決
し

て
高
い
数
字
と
は
思
え
ず
、

そ
の
要
因
と
し
て
、
医
療
機

関
（
検
診
セ
ン
タ
ー
等
）
や

受
診
日
の
限
定
と
考
え
る
。

受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

が
大
切
か
と
思
う
が
、
町
の

考
え
は
。

①
目
標
受
診
率

は
設
定
し
て
い

な
い
が
、
１
名
で
も
多
く
の

方
に
受
診
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
と
考
え
て
い
る
。

②
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
で
未
受

診
の
方
の
理
由
は
、
今
の
と

こ
ろ
把
握
し
て
い
な
い
。

③
10
月
か
ら
、
小
樽
市
等
の

医
療
機
関
で
も
受
診
可
能
に

し
、
ま
た
、
受
診
日
を
定
め

ず
、
自
由
に
受
診
で
き
る
よ

う
な
体
制
に
す
る
。

受
診
率
向
上
の
た

め
に
も
、
受
診
案

内
に
個
人
で
受
診
可
能
な
医

療
機
関
、
ま
た
、
検
診
種
類

や
予
約
の
要
・
不
要
等
、
ク

ー
ポ
ン
券
対
象
者
に
対
し
、

情
報
提
供
が
大
切
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
は
。

受
診
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
行
政

町
長

ほ
け
ん
課
長

◆子宮頸がん検診 対象者 受診者 受診率

21
年
度

 クーポン発行 ７３名 １０名 １３．７％

 クーポン外 ９６５名 ９７名 １０．１％

22
年
度

 クーポン発行 ９３名 ２５名 ２６．９％

 クーポン外 ９８９名 １０９名 １１．０％

◆乳がん検診 対象者 受診者 受診率

21
年
度

 クーポン発行 １０４名 ２０名 １９．２％

 クーポン外 ７７８名 ８８名 １１．３％

22
年
度

 クーポン発行 １６３名 ３４名 ２０．９％

 クーポン外 ７６６名 ８６名 １１．２％

※表．子宮頸がん・乳がん検診の受診率

と
し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

現
在
、
従
来
の
集
団
検
診

に
加
え
、
個
別
検
診
を
実
施

す
る
方
向
で
、
軌
道
修
正
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　交付年月日　　   平成23年6月1日
（有効期限：平成24年3月31日まで）

　交付年月日　　   平成23年6月1日
（有効期限：平成24年3月31日まで）

014079

＊－＊＊＊＊＊＊＊＊＊

仁木　花子

昭和＊年＊月＊日

北海道余市郡仁木町西町１丁目36番地１

014079

＊－＊＊＊＊＊＊＊＊＊

仁木　花子

昭和＊年＊月＊日

北海道余市郡仁木町西町１丁目36番地１

仁木町西町１丁目36番地１
仁木町ほけん課保健係

仁木町西町１丁目36番地１
仁木町ほけん課保健係

＊－＊＊＊＊＊＊＊＊

23 １６

仁木　花子

昭和＊年＊月＊日

北海道余市郡仁木町西町１丁目36番地１

23 ６ １

仁木　花子

昭和＊年＊月＊日

北海道余市郡仁木町西町１丁目36番地１

＊－＊＊＊＊＊＊＊＊

対象者に配布されたがん検診無料クーポン

み
ほ
ん

み
ほ
ん

住
吉

住
吉

なぜ集団検診のみ？なぜ集団検診のみ？
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町長 今すぐに制定する考えはない

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

上 

村 

議 

員

①
本
町
の
公
共
工

事
の
発
注
を
見
る

町
長

上村 　智恵子　議員

※１　建設業退職金共済制度の略語。建設業で働いた方の退職金が保障される制度。

と
、
低
価
格
受
注
競
争
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

財
政
に
は
優
し
い
が
、
労
働

者
の
こ
と
を
考
え
る
と
心
配

に
な
る
。
税
金
を
原
資
と
す

る
公
共
事
業
は
、
で
き
る
限

り
安
く
、
無
駄
な
く
行
わ
れ

る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
競
争

原
理
に
任
せ
て
良
い
は
ず
は

な
い
と
考
え
る
が
、
本
町
の

入
札
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

②
公
契
約
に
、
人
間
ら
し
く

働
く
こ
と
の
で
き
る
労
働
条

件
を
確
保
す
る
法
律
・
条
例

の
制
定
を
求
め
る
運
動
が
広

が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
条
例

に
対
し
、
町
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

①
予
定
価
格
が
１

３
０
万
円
を
超
え

る
場
合
、
指
名
競
争
入
札
を

行
い
、
最
低
価
格
で
落
札
を

し
た
業
者
と
契
約
締
結
し
て

い
る
。
発
注
す
る
際
、
品
質

及
び
安
全
性
並
び
に
適
正
な

履
行
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
仕

様
書
等
を
作
成
し
、
労
働
基

準
法
及
び
労
働
安
全
衛
生
法

を
遵
守
す
る
よ
う
請
負
業
者

に
指
導
し
て
い
る
。

②
労
働
者
の
労
働
条
件
及
び

待
遇
は
、
法
に
よ
り
そ
の
確

保
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
が
、
労
働
者
の
適
正

な
賃
金
を
確
保
す
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
り
、
国
や
道

他
市
町
村
の
今
後
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

①
請
負
業
者
に
は

遵
守
項
目
の
入
っ

た
文
書
を
通
知
し
て
い
る
の

か
。

②
公
共
事
業
を
発
注
し
た
場

合
、
業
者
よ
り
※
１

建
退
協
加

入
の
証
明
書
を
添
付
し
て
も

ら
っ
て
い
る
の
か
。

③
契
約
締
結
に
際
し
、
そ
の

地
域
の
労
働
条
件
を
調
査
し

て
、
基
準
を
上
回
る
こ
と
を

契
約
の
中
に
明
記
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
政
府
は
未

だ
手
続
き
を
進
め
な
い
の
で

地
方
か
ら
声
を
上
げ
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
る
。
公
契

約
条
例
を
研
究
し
て
ほ
し
い

が
、
町
の
考
え
は
。

①
口
頭
で
指
導

し
て
い
る
。

②
建
退
協
加
入
を
証
明
す
る

書
類
を
添
付
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。

③
国
が
主
導
的
な

役
割
を
果
た
し
て

く
れ
な
け
れ
ば
、
現
実
問
題

と
し
て
大
変
で
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
今
す
ぐ
に
公
契

約
条
例
の
制
定
を
す
る
と
い

う
考
え
は
な
い
。

建
設
課
長

町
長

公契約条例ってなあに？

公共事業を受注した業者に対

して、一定の水準以上の賃金

の支払いを義務づけた条例の

ことです。

一定賃金以上を確

保することにより

労働環境及び業務

の質の向上を図り

ます。

上
村

上
村

労働者を守るため…

公契約条例の制定を公契約条例の制定を

来
春
完
成
予
定
の
ぎ
ん
れ
い
36
（
銀
山
地
区
）
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

上 

村 

議 

員

本
町
は
、
今
の
と

こ
ろ
人
命
を
脅
か

10
月
か
ら
名
簿
や
個
別
支
援
計
画
を
作
成
す
る

町
長

す
災
害
は
な
い
が
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
地
域
と
自
治
体
で
共

に
考
え
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

①
３
年
前
に
質
問
し
た
災
害

時
要
援
護
者
対
策
計
画
は
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

②
学
校
や
保
育
所
で
は
、
ど

の
よ
う
に
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
の
か
。

③
札
幌
市
で
は
津
波
や
原
子

力
災
害
を
想
定
し
た
防
災
計

画
に
見
直
す
方
針
を
決
め
た

が
、
本
町
は
そ
の
考
え
が
あ

る
の
か
。

町
長
①
災
害
時
に
現
場

で
支
援
す
る
地
域

力
＝
共
助
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
内
会
ご

と
に
自
主
防
災
組
織
を
立
ち

上
げ
、
支
援
者
を
募
る
た
め

広
報
誌
で
の
呼
び
か
け
や
町

内
会
長
会
議
で
説
明
を
し
て

い
る
が
、
組
織
化
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
で
引
き
続

き
呼
び
か
け
を
行
う
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
災
害
時

要
援
護
者
の
名
簿
作
成
及
び

個
別
支
援
計
画
の
作
成
に
取

り
組
む
。

②
学
校
で
は
、
学
校
安
全
全

体
計
画
等
を
作
成
し
、
年
２

〜
３
回
実
施
し
、
に
き
保
育

園
は
年
２
回
、
大
江
・
銀
山

へ
き
地
保
育
所
は
、
年
３
回

実
施
し
て
い
る
。

③
地
震
の
震
度
や
津
波
の
想

定
を
調
査
し
、
仁
木
町
防
災

会
議
に
相
談
し
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
原
子
力
災
害
を
想

定
し
た
防
災
計
画
は
、
個
々

の
自
治
体
だ
け
で
対
応
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
広
域
的

な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
や
道
の
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
、
適
切
に
対

処
し
て
い
く
。

フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

を
避
難
施
設
に
指

定
し
な
い
の
か
。

企
画
課
長
今
年
度
予
定
し

て
い
る
防
災
会

議
で
、
避
難
所
に
す
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
。

職
員
が
少
な
い
中

で
、
被
災
地
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
す
る
こ
と

は
大
変
だ
と
思
う
が
、
何
と

か
研
修
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
ほ
し
い
と
考

え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
良
い
経
験
に
な
る

の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
を
し
よ
う
と
い
う
考

え
で
い
た
が
、
事
務
方
は
必

要
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
今
後
、
要
請
が
あ
れ
ば

積
極
的
に
派
遣
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

上
村

上
村

上
村

有
事
に
備
え
た
体
制
強
化
を
！

手前の広場は避難場所なのに…建物も避難所の指定を！（フルーツパークにき）

お二人が訪問調査しますので、ぜひご協力を！

ど
う
な
っ
た
？
要
援
護
者
対
策

ど
う
な
っ
た
？
要
援
護
者
対
策
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行 革 プ ラ ン の 効 果 が 見 え て き た果 が 見 え て き た

決
算
の
概
要

決
算
の
概
要

成
22
年
度
の
決
算
を

審
議
す
る
た
め
、
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
４
日

間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
を

認
定
す
べ
き
も
の
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。

般
会
計
は
、
歳
入
32

億
９
８
３
０
万
円
で

前
年
度
比
３
・
２
％
の
増
。

歳
出
32
億
５
３
７
０
万
円
で

前
年
度
比
３
％
の
増
と
な
り

差
引
額
は
４
４
６
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

収収
入
の
58
％
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
、
前

年
度
比
約
１
億
８
０
０
０
万

円
増
の
19
億
２
２
７
０
万
円

と
６
年
連
続
で
の
増
額
措
置

が
と
ら
れ
た
一
方
、
各
種
交

付
金
を
含
め
た
国
庫
支
出
金

が
約
１
億
７
０
０
０
万
円
減

の
３
億
２
７
７
１
万
円
と
大

き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

税
収
入
は
、
２
億
６

７
０
７
万
円
で
、
前

年
度
比
７
１
６
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
徴
収
率
は
若

干
の
改
善
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
今
な
お
６
６
４
万
円
の

収
入
未
済
が
あ
り
ま
す
。

出
で
は
各
種
交
付
金

を
活
用
し
て
、
町
職

員
住
宅
や
町
道
北
町
公
園
前

線
・
仁
木
中
央
線
の
建
設
事

業
を
行
っ
た
ほ
か
、
銀
山
中

央
団
地
の
基
本
実
施
設
計
更

に
は
、
町
の
単
独
事
業
と
し

て
、
野
菜
ハ
ウ
ス
導
入
事
業

な
ど
が
計
画
ど
お
り
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

立
金
は
全
体
で
９
億

２
３
２
０
万
円
、
前

年
度
比
２
億
１
２
１
６
万
円

増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

約
６
３
０
０
万
円
を
取
り
崩

し
、
借
金
（
起
債
）
の
繰
上

償
還
を
し
ま
し
た
。

みんなの税金　こう使われましたこう使われました

一一 平平

町町支支積積

地方譲与税　　　　4290万2029円

町税
２億6707万7184円

道支出金
１億5535万6137円

国庫支出金
３億2771万8348円

借入金
２億6187万円

その他の交付金　　2260万5964円

収入

その他の収入　１億2982万5964円
繰入金　　　　　　6544万6611円
使用料及び手数料　6815万9210円地方消費税交付金　3464万5000円

地方交付税
19億2270万1000円

32億9830万9659円

議会費　　　4803万3371円

教育費　２億1109万6320円

総務費　５億1825万8608円諸支出費      ２億7521万6542円
災害復旧費             418万9432円
商工費　　　　  2724万1674円

衛生費
３億469万484円

民生費
５億7544万5433円

労働費　　　　　   １万5310円

返済金
７億3069万1822円

農林水産業費　１億7352万4079円
土木費
１億9468万8125円

消防費　１億9061万8182円

支出
32億5370万9382円

一般会計決算額一般会計決算額
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行 革 プ ラ ン の 効 果 が 見 え て き た行 革 プ ラ ン の 効
平成22年度

決算認定

会　　計　　名 収　入 支　出 差　引 採決の結果

一 般 会 計 32億9830万円 32億5370万円 4460万円 全員賛成で認定すべきもの
として決定

国民健康保険事業特別会計 ２億548万円 ２億225万円 323万円 全員賛成で認定すべきもの
として決定

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 ４億7747万円 ４億7608万円 139万円 全員賛成で認定すべきもの
として決定

老 人 保 健 特 別 会 計 166万円 166万円 ０円 全員賛成で認定すべきもの
として決定

後期高齢者医療特別会計 5676万円 5617万円 59万円 全員賛成で認定すべきもの
として決定

みんなの税金　こう使われましたみんなの税金　

19年度

20年度

22年度

18年度

21年度

■ 借入金残高の推移〈一般会計〉

18年度

■基金（貯金）残高の推移〈一般会計〉

20年度

19年度

21年度

22年度

5億624万円

4億1385万円

5億1929万円

7億1103万円

9億2320万円

56億8785万円

49億1962万円

53億4869万円

45億2097万円

41億3232万円

※平成22年度決算は、委員会の審査結果を12月定例会で報告・審議し、本会議で決定されます。
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徹底審査徹底審査
決 算 委 員 会 質 疑決 算 委 員 会 質 疑

ど
の
よ
う
な
活
用
法
？

ど
の
よ
う
な
活
用
法
？

観
光
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成

交
通
弱
者
ゼ
ロ
体
制
を

交
通
弱
者
ゼ
ロ
体
制
を

ここでは、各会計決算特別委員会で
審査した内容を要約してお知らせし
ます。

    

住　

吉   　

観
光
案
内
用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
る
の
か
。

  

商
工
観
光
係
長  　

日
本

語
版
の
他
に
中
国
語
版
を

作
成
し
、
定
住
自
立
圏
で

の
説
明
会
や
イ
ベ
ン
ト
、

旅
行
会
社
へ
の
資
料
と
し

て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と

も
に
配
布
し
て
い
る
。

公用車運転の委託契約

指摘事項の検討を指摘事項の検討を
導
入
効
果
の
検
証
を

導
入
効
果
の
検
証
を

野
菜
ハ
ウ
ス
補
助

  

上　

村  　

野
菜
ハ
ウ
ス

導
入
事
業
は
、
か
な
り
の

需
要
が
あ
っ
た
と
思
う
が

検
証
等
は
し
な
い
の
か
。

  
農
政
課
主
幹  　

農
協
が

主
体
と
な
っ
て
実
施
し
た

野
菜
ハ
ウ
ス
導
入
事
業
は

昨
年
44
名
の
方
が
導
入
し

た
。
導
入
効
果
等
は
、
現

在
、
農
協
と
検
証
中
で
あ

る
。

  

横　

関 　

 

契
約
で
、
管
理
時
間
を
超
え
た
部
分

は
、
時
間
外
、
も
し
く
は
代
替
で
処
理
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
経
費
削
減
を
考
え
る
と
代
替

で
処
理
し
た
方
が
余
分
な
時
間
外
を
支
出
し
な
く

て
済
む
の
で
は
。

  

総
務
課
長  　

調
整
で
き
る
と
こ
ろ
は
し
て
い
る

が
、
監
査
委
員
か
ら
の
指
摘
も
あ
っ
た
の
で
、
検

討
し
て
い
く
。

    

上　

村  　

銀
山
方
面
へ

の
バ
ス
乗
車
率
は
低
い
が

交
通
手
段
の
確
保
は
不
可

欠
で
あ
る
。
町
民
が
使
い

や
す
い
運
行
方
法
等
を
検

討
す
る
考
え
は
。

  

企
画
課
長  　

第
５
期
総

合
計
画
の
中
で
交
通
手
段

等
の
確
保
の
推
進
を
掲
げ

て
い
る
の
で
、
生
活
運
行

バ
ス
等
の
検
討
を
す
る
。

  

大　

野  　

監
査
委
員
の
決
算
審
査
報
告
書
の
中

で
、
公
用
車
運
行
管
理
委
託
の
契
約
内
容
を
指
摘

し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
内
容
の
説
明
を
。

  

中
西
監
査
委
員  　

毎
月
の
支
出
証
拠
書
が
追
加

分
と
合
わ
せ
て
２
枚
に
な
っ
て
い
た
。
一
般
的
な

委
託
は
、
業
務
全
体
を
含
ん
で
一
括
で
行
う
方
が

効
率
的
・
経
済
的
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

銀
山
線
バ
ス
運
行



11　議会だより ににきき　平成２３年１１月１０日発行

改
修
工
事
の
理
由
は

改
修
工
事
の
理
由
は

フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
の
コ
テ
ー
ジ

被
害
拡
大
の
防
止
を

被
害
拡
大
の
防
止
を

排
水
ポ
ン
プ
設
置
で

ＡＬＴ配置の成果はＡＬＴ配置の成果は
中学校の英語授業

徴
収
体
制
の
強
化
を

徴
収
体
制
の
強
化
を

水
道
料
未
納
者
へ

検
査
結
果
の
周
知
を

検
査
結
果
の
周
知
を

尾
根
内
浄
水
場
の
水
質
検
査

  

横　

関　

  

水
道
料
の
未

納
件
数
は
町
内
24
件
、
町

外
10
件
で
あ
る
が
、
時
効

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
現

在
の
徴
収
体
制
を
変
え
ず

に
未
納
者
か
ら
徴
収
す
る

こ
と
は
可
能
な
の
か
。

  

嶋　

田  　

コ
テ
ー
ジ
の

年
間
の
稼
働
率
と
改
修
し

た
理
由
は
。

  
企
画
課
長  　

稼
働
率
は

約
20
％
で
、
建
設
か
ら
10

年
間
未
改
修
で
傷
み
が
激

し
く
、
ま
た
、
交
付
金
を

活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
改

修
し
た
。

  

横　

関  　

北
町
４
丁
目
に
あ
る
排
水
ポ
ン
プ
は
、
国
道

５
号
か
ら
の
雨
水
が
集
中
的
に
集
ま
る
と
い
う
こ
と
で
設

置
し
て
い
る
が
、
北
町
10
丁
目
も
同
じ
よ
う
な
条
件
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
設
置
し
て
い
な
い
。
被
害
拡
大
を
防

ぐ
た
め
に
も
設
置
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

  

副
町
長  　

現
状
を
調
査
し
、
検
討
す
る
。

  

上　

村    　

尾
根
内
浄
水
場
は

地
下
水
を
汲
む
が
、
水
質
検
査

は
毎
月
実
施
す
る
の
か
。

  

建
設
課
主
幹  　

今
年
度
は
農

薬
の
検
査
を
中
心
に
３
回
実
施

し
て
い
る
。
供
用
開
始
後
は
、

毎
月
検
査
す
る
。

  

上　

村　

  

水
質
検
査
の
結
果

を
住
民
に
周
知
し
な
い
の
か
。

  

建
設
課
長  　

前
向
き
に
検
討

す
る
。

  
住　

吉  　

外
国
語
指
導

助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
配
置

し
た
成
果
は
。

  

教
育
次
長  　

英
語
暗
唱

大
会
に
参
加
し
た
生
徒
全

員
が
優
秀
賞
を
受
賞
。
ま

た
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
チ

ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
ビ
デ
オ

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
仁
木

中
の
生
徒
３
名
が
全
道
で

ト
ッ
プ
10
に
入
る
な
ど
の

成
果
が
あ
っ
た
。

  

建
設
課
長  　

水
道
料
は

不
納
欠
損
し
て
い
な
い
。

未
納
者
へ
は
粘
り
強
く
臨

戸
徴
収
し
、
多
額
な
未
納

者
に
は
給
水
を
停
止
す
る

な
ど
、
説
明
し
な
が
ら
対

応
す
る
。
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町民インタビュー町民インタビュー

　

町
民
ス
ポ
ー
ツ
・
ハ
イ
キ
ン

グ
大
会
で
、
毎
回
、
豚
汁
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
っ
て
い
る
の

が
、
銀
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推

進
協
議
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

昔
は
、
豚
汁
で
は
な
く
、
温

か
い
牛
乳
を
提
供
し
た
の
が
始

ま
り
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら

20
年
以
上
、
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

の
参
加
者
に
温
か
い
豚
汁
を
振

る
舞
っ
て
い
ま
す
。

銀
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推
進
協
議
会

鈴　

木　
　
　

保　
さ
ん

阿　

部　

利　

幸　
さ
ん

美味しかったよ！美味しかったよ！

『
子
ど
も
た
ち
が
「
豚
汁
、
美
味
し
か
っ

た
よ
！
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。

そ
の
ひ
と
こ
と
が
嬉
し
く
て
、
励
み
に
な

る
ん
で
す
よ
』
と
語
る
鈴
木
さ
ん
。

　

今
は
ガ
ス
で
作
る
た
め
、
２
時
間
く
ら

い
で
完
成
し
ま
す
が
、
昔
は
薪
で
作
っ
て

い
た
そ
う
で
、
時
間
も
か
か
り
大
変
苦
労

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

食
事
も
終
わ
り
、
参
加
者
が
鈴
木
さ
ん

と
阿
部
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
帰

っ
て
行
く
中
、
ひ
と
り
の
参
加
者
が
車
の

窓
を
開
け
…

『
豚
汁
、
本
当
に
美
味
し
か
っ
た
！

　
　
　
　

来
年
も
ま
た
来
る
か
ら
ね
！
』

　

笑
顔
で
手
を
振
る
お
二
人
…
言
葉
は
な

い
け
れ
ど
、
心
の
中
で
「
ま
た
来
年
ね
」

と
約
束
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

（
取
材　

住
吉
英
子
・
上
村
智
恵
子
）

人人そのひとことが嬉しくて…

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
答
礼

の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除

き
、
年
賀
状
等
の
挨
拶
状
を
出
す

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
賀
状
等
の

あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

次の議会は

ぜひ傍聴に来てくださいぜひ傍聴に来てください

（12月下旬を予定）
12月定例会12月定例会

◆
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長　

住
吉　

英
子

副
委
員
長　

嶋
田　
　

茂

委　

員　

大
野　

雅
義

委　

員　

上
村
智
恵
子

編
集
編
集

　

後
記

　

後
記

まちまち

代
々
受
け
継
ぐ｢

優
し
さ｣

井  

内  

徳  

幸  

さ
ん  

ご
家
族
（
南 

町
）

「
私
で
三
代
目
に
な
り
ま
す
。
元

は
私
の
母
の
親
が
営
ん
で
い
ま
し

た
。
現
在
、
ぶ
ど
う
・
さ
く
ら
ん

ぼ
・
ト
マ
ト
を
作
っ
て
い
ま
す
」

「
優
し
さ
の
受
け
継
ぎ
で
す
。
お

姑
さ
ん
が
優
し
く
し
て
く
れ
た
か

ら
、
私
も
そ
の
優
し
さ
を
見
習
っ

て
、
受
け
継
い
で
行
こ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
」

「
果
実
の
町
だ
け
ど
、
果
実
だ
け

で
は
正
直
厳
し
い
。
人
件
費
が
大

半
を
占
め
、
収
入
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
昨
年
実
施
し
た
野
菜

ハ
ウ
ス
事
業
は
、
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
。
補
助
が
あ
れ
ば
野
菜

づ
く
り
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
し

な
お
か
つ
町
全
体
の
収
入
も
上
が

る
と
思
う
。
今
後
も
ぜ
ひ
野
菜
ハ

ウ
ス
事
業
を
続
け
て
ほ
し
い
」

南
町
在
住
の
井
内
徳
幸
さ
ん
は

な
ん
と
四
世
代
家
族
！

上
は
92
歳
の
お
じ
い
さ
ん
か
ら

下
は
４
歳
の
お
孫
さ
ん
（
表
紙

の
お
子
さ
ん
）
の
８
人
家
族
で

す
。

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

嶋
田　

茂
）

　

今
年
は
、
春
先
の
天
候
不
順
に
よ
り
、
作
物
の

成
長
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
天
候

回
復
に
よ
り
、
平
年
並
み
の
出
来
秋
を
迎
え
、
安

堵
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
号
か
ら
表
紙
と
裏
表
紙
は
町
民
ペ
ー

ジ
と
し
て
、
２
つ
の
テ
ー
マ
の
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
１
つ
目
は
『
絆
』
を
テ
ー
マ
と
す
る
家

族
の
つ
な
が
り
を
、
２
つ
目
は
『
ま
ち
の
人
』
と

題
し
、
町
内
で
活
動
す
る
団
体
等
を
取
材
し
て
い

き
ま
す
。

　

町
民
中
心
の
議
会
広
報
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
声
を
も
っ
と
も
っ

と
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

家
族
み
な
さ
ん
仲
が
良
い
印
象

を
受
け
た
ん
で
す
が
、
奥
様
、
何

か
秘
訣
は
あ
る
ん
で
す
か
？

　

昔
か
ら
農
業
を
営
ん
で
い
る
ん

で
す
か
？

　

町
や
議
会
に
対
し
て
、
望
む
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

優
し
さ
の
受
け
継
ぎ
、
本
当
に

素
敵
で
す
。
皆
さ
ん
、
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
！

　

果
実
と
や
す
ら
ぎ
の
里
の

我
が
町
に
実
り
の
秋
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。


